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１ リードタイムの確保
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効率化

・直前の発注は、タンク内飼料残量のチェック
遅れやオーダー失念が主な原因。

・経営面からも自農場の飼料使用量は農家自身
が把握すべき。

・ドライバーが残量を把握する場合もあるが、
家畜の出荷等に伴う急な需要変化を捕捉する
ことは困難。

（１）関係者の意識変化

・リアルタイムで在庫が把握できれば、急激な
需要の変化にも対応できる可能性。

・タンク容量が小さいと大きな変動に対応でき
ず、直前の発注につながる。

（２）機械、設備によるサポート

・リードタイムの確保がドライバーの負担軽減
につながることを、生産者も含めて関係者に
知っていただくことから始めてはどうか。

① 関係者の理解醸成

・配送日に幅を持たせた発注が配車の効率化に
つながった（P4､5事例参照）。

・配送数量についても、少量の差異であれば、
許容できるのではないか。

・単なるルールの見直しでは商習慣を変えるこ
とは難しい。仕組みから変えることが必要。

② 効率的な受発注ルール

（２ 正確な需要予測 参照）

③ 在庫を把握・共有する仕組み

・農場での飼料の受入能力を強化（タンク容量
の大型化、設置基数の増等）することで、発
注・配送に余力を持たせることが可能。
（飼料の保存性の向上も併せて図る必要。）

④ 農場の飼料受入能力の強化

・リードタイム（発注から納品までに要する期間）の確保はドライバーの負担を軽減するだけではなく、製品製
造や原料輸送も含めたサプライチェーン全体の効率化にもつながる。

リードタイムの確保



１ リードタイムの確保（参考）

紙・パルプ業界のリードタイム取組事例

出典：荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン（紙・パルプ（洋紙・板紙分野）物流編）

【リードタイムの緩和】
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荷主、運送会社等の関係者で協力関係を構築し、取組を進めることが重要。

【着荷主の生産情報共有による効率化】



１ リードタイムの確保（参考）

配送日に幅を持たせることで効率化につながる事例①

飼料重量当たり
輸送距離

取組前
13.3㎞/ｔ

取組後
11.1㎞/ｔ

１ヵ月当たり
走行距離 720㎞ 減

月間労働時間 約16時間 減

・ある地区へのストックポイントを起点にした移動式小型クレーン・トランスバッグでの
飼料配送の改善例。

・飼料メーカーの営業との連携の下、荷主の協力を得て配送指定日に2日の幅を持たせた
ことで、走行距離を削減。

・燃料費及び運転手の労働時間削減に寄与。

出典：幸和運輸資料より農林水産省作成 4

【ルートの改善例】
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１ リードタイムの確保（参考）

配送日に幅を持たせることで効率化につながる事例②
・工場からバルク車での飼料配送の改善例。

出典：幸和運輸資料



２ 正確な需要把握
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効率化

・現状、在庫は目視確認により把握。スリット
（透明な窓）のあるタンクは、下から残量の
目視確認が可能。

・ドライバーが納品しないタンクも含めて
チェックしていることもあるが、後追いの情
報である上に、ドライバーの付帯作業の増大
にもなる。

（１）在庫の把握

・従来は、飼料の在庫量、飼料の切替、飼養頭
数、天候、季節、現状の食下量などを考慮し、
発注数量を予測。

・家畜導入や出荷タイミング、飼料の切替等も
あり、理論通りの予測は困難。

（２）需要動向の予測

・センサー機器を用いた在庫把握は、これまで
の試行でコスト面が大きな課題だったが、通
信機器も進化しており、改めて検証する意義
はある。

・リアルタイムで在庫が把握できれば、急な需
要の変化にも対応できる可能性がある。

（試行事例での課題についてはP7、8参照）

① センサー機器等の活用

・農場タンクの日々の在庫量を正確に把握する
こと等により、AIなどを活用して予測の精度
を上げることは検討の余地があるのではない
か。

② AIの活用

・正確に需要動向をつかむことは、合理的な配送計画を立案する上で必要。

正確な需要把握



２ 正確な需要把握（参考）
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在庫把握システムの試行事例

飼料メーカー
（飼料工場）

畜産農家

サーバー

タンク計量器（ロードセル） タンク計量器（超音波センサー）

通知 通知

写真：スワインジェネティクス(株)、enevo Japan(株)

※ 写真はイメージ ※ 写真はイメージ



２ 正確な需要把握（参考）
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飼料残量を把握するセンサー等の活用は、これまでも試行されてきたが、以下のような課題が存在。

在庫把握システムの試行事例での課題

<運用面>

・タンク、センサー機器等の所有者の明確化。
・コスト負担、維持管理の主体の明確化。

【コストの例】
・機器導入時のイニシャルコスト
（工事費を含む）

・メンテナンス、通信コストなどの
ランニングコスト

＜技術面＞

・残量把握機器の精度が不十分。
結露やブリッジ（配合飼料がタンク内で固
まり、下に落ちなくなること）の把握がで
きず、数量が正確に測定できないなど、セ
ンサーのみでは解決できない問題もある。

・寒冷地等での耐久性が不十分。

・電源の安全性等が実用レベルにない。

・電池タイプの場合、交換の手間が大きい。

・飼料配送先の詳細情報（タンクレベルでの
管理が必要）とシステム連動の必要性。



２ 正確な需要把握（参考）
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需要予測等のAI活用の研究事例
生産予測や需要予測、需給のマッチングが迅速かつ的確に行えるようＡＩに学習させるための

データを収集・整備し、ＡＩによる解析、サプライチェーンでの情報共有を行うシステムの開発に
より、生産現場での廃棄ロスを削減。

出典：農林水産技術会議、戦略的プロジェクト研究推進事業「ＡＩを活用した食品における効率的な生産流通に向けた研究開発」
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